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【
本
部
・
宮
内
竜
平
記
】
東
京

土
建
青
年
部
は
5
月
17
日
、
建
設

プ
ラ
ザ
東
京
に
て
、
第
63
回
青
年

部
定
期
大
会
を
開
催
し
、
本
部
役

員
・
代
議
員
9
人
（
委
任
状
31
支

部
53
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
代
議
員
定
数
を
変
更
し
、

各
支
部
か
ら
委
任
状
を
集
め
、
規

模
を
縮
小
し
午
前
中
の
み
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
新
役
員
の
選

出
、
青
年
部
活
性
化
の
た
め
の
中

期
3
カ
年
計
画
の
1
年
目
の
指
標

を
明
ら
か
に
し
、
新
年
度
の
方
針

・
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
を
確
認
、

最
後
に
五
本
木
部
長
か
ら
「
今
後

の
機
関
会
議
等
で
も
、
各
支
部
か

ら
の
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
方
針
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し

た
ら
、
青
年
部
活
動
を
爆
発
さ
せ

よ
う
！
」
と
あ
い
さ
つ
し
閉
会
し

ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
の
新
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
部
長
・
五
本
木

宏
晃
（
西
多
摩
）
。
副
部
長
・
新

島
秀
成（
練
馬
）、
佐
藤
聖
峻（
清

瀬
久
留
米
）
。
書
記
長
・
栄
大
翔

（
調
布
）
。
書
記
次
長
・
三
宅
修

平
（
杉
並
）
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
、
日
本
が
遅
れ
を
と
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
は
、
医
療
体
制
の
脆

弱
性
を
反
映
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
医
療
費

削
減
や
行
政
改
革
の
た
め

に
、
医
師
と
看
護
師
の
長

時
間
労
働
と
研
修
医
の
無

給
労
働
に
よ
っ
て
成
立
さ

せ
て
き
た
日
本
の
医
療

は
、
感
染
爆
発
が
起
こ
れ

ば
「
医
療
崩
壊
」
が
避
け

ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

政
府
は
コ
ロ
ナ
危
機
に
対
し
て
緊
急
経

済
対
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
全
日
本

民
医
連
や
医
労
連
な
ど
で
つ
く
る
医
療
団

体
連
絡
会
議
は
、
医
療
へ
の
財
政
出
動
が

不
十
分
だ
と
批
判
し
、
「
患
者
受
け
入
れ

の
た
め
の
空
床
確
保
や
健
康
診
断
の
先
延

ば
し
な
ど
に
よ
る
減
収
で
、
経
営
破
綻
が

起
こ
り
か
ね
な
い
」
「
診
療
報
酬
の
入
金

ま
で
持
た
な
い
病
院
も
出
て
く
る
。
一
つ

で
も
倒
産
す
れ
ば
医
療
崩
壊
が
現
実
に
な

る
」
な
ど
と
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
が
開
い
た
緊

急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
感
染
症
拡
大
の

第
2
波
を
見
据
え
て
財
政
支
援
を
求
め
る

声
が
相
次
ぎ
、
「
感
染
症
の
検
査
に
は
人

手
と
時
間
も
か
か
る
た
め
、
経
済
的
な
補

償
と
診
療
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
」
「
国

の
政
策
は
医
療
に
効
率
を
求
め
て
き
た

が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ

た
。
特
に
地
方
で
は
公
立
・
公
的
病
院
の

役
割
は
大
き
い
。
医
療
は
非
効
率
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
政
策
に
転
換
す
べ

き
」
だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

「
医
療
崩
壊
」を
回
避
す
る
た
め
に
は
、

医
療
・
介
護
現
場
へ
の
財
政
支
援
と
診
療

報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
院
内
感
染
防

止
の
た
め
の
衛
生
資
材
の
早
急
な
充
足
、

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合
の
見
直
し

な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
の
感
染
症
拡
大
へ
の
備
え

と
し
て
、
公
衆
衛
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

も
急
務
で
あ
り
、
保
健
所
数
を
増
や
し
て

い
く
と
と
も
に
、
感
染
症
研
究
所
な
ど
へ

の
予
算
を
拡
充
す
る
と
い
っ
た
政
策
へ
の

転
換
が
必
要
で
す
。

3密回避に十分配慮し行なった青年部大会

平沢議員（右）に緊急要請の
書面を渡す中村専従常任中執

5
月
19
日
、
全
建
総
連
東
京
都

連
の
4
役
、
専
門
部
長
・
副
部
長
、

書
記
局
16
人
は
国
会
議
員
会
館
を

訪
れ
、
東
京
選
挙
区
の
議
員
の
う

ち
32
人
へ
コ
ロ
ナ
対
策
の
緊
急
要

請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
東
京

土
建
か
ら
は
松
本
久
人
副
委
員
長

（
都
連
・
副
委
員
長
）
、
渡
辺
義

久
副
委
員
長
（
都
連
・
技
術
対
策

部
長
）
、
栗
橋
宏
専
従
常
任
中
執

（
都
連
・
仕
事
対
策
部
長
）
、
中

村
修
一
専
従
常
任
中
執
（
都
連
・

賃
金
対
策
部
長
）
、
田
村
彰
宏
専

従
常
任
中
執
（
都
連
・
社
会
保
障

対
策
部
長
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

要
請
内
容
は
、
①
建
設
現
場
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感

染
防
止
対
策
、
②
労
働
者
へ
の
休

業
補
償
と
建
設
業
者
の
事
業
継

続
、
③
地
域
建
設
業
の
受
注
環
境

の
改
善
と
建
設
国
保
へ
の
補
助
、

な
ど
と
い
う
も
の
で
す
。

中
村
専
従
常
任
中
執
の
組
は
、

衆
院
第
一
議
員
会
館
の
平
沢
勝
栄

（
自
民
）
、
岡
本
三
成
（
公
明
）
、

宮
本
徹
（
共
産
）
ら
6
人
の
議
員

控
室
を
訪
問
。
国
会
開
会
中
と
い

う
こ
と
か
ら
秘
書
の
対
応
が
主
で

し
た
が
、
平
沢
議
員
は
、
本
人
が

要
請
に
対
応
。
建
設
現
場
が
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
る
状
況
な
ど
を
説
明

す
る
と
「
仕
事
に
就
い
て
い
な
い

人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
す

か
」
と
関
心
を
持
っ
て
、
要
請
内

容
に
つ
い
て
理
解
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

【
本
部
憲

法
平
和
担
当

・
田
崎
遊
記
】

内
閣
に
よ
る

検
察
幹
部
人

事
へ
の
恣
意
的
介
入
を
可
能
に
す

る
「
検
察
庁
法
改
正
案
」
に
は
、

世
論
調
査
で
約
7
割
が
反
対
し
、

歌
手
や
俳
優
な
ど
の
著
名
人
も
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
抗
議
の
意
思
を
表
明
（
関

連
す
る
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
1

0
0
0
万

件
）
、
検
察

Ｏ
Ｂ
か
ら
も

撤
回
を
求
め

る
意
見
書
が

出
さ
れ
る
な

ど
、
反
対
の

声
が
広
が
り

ま
し
た
。

衆
院
内
閣
委
員
会
で
強
行
採
決

か
と
緊
迫
す
る
週
末
金
曜
日
の
5

月
15
日
、
朝
か
ら
国
会
周
辺
に
は

市
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。
委
員
会

室
に
ま
で
「
強
行
採
決
反
対
」
の

声
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
夜

に
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
「
＃
国
会

個
人
包
囲
0
5
1
5
」
な
ど
の
ハ

ッ
シ
ュ
タ
グ
で
呼
び
か
け
ら
れ
た

抗
議
に
、
思
い
思
い
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
手
に
し
た
数
百
人
の
市
民
が

参
加
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
に
2
メ
ー
ト
ル
の

間
隔
を
あ
け
て
サ
イ
レ
ン
ト
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
間
を
参
加
者
有
志
が
持
っ
て
き

た
黄
色
い
テ
ー
プ
を
つ
な
い
で
国

会
を
包
囲
し
ま
し
た
。

翌
週
に
は
、
国
民
の
理
解
な
し

に
は
審
議
を
進
め
ら
れ
な
い
と
政

府
は
今
国
会
で
の
成
立
を
見
送
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
国
民
が
声
を
あ

げ
れ
ば
政
治
は
変
え
ら
れ
る
こ
と

を
劇
的
に
示
し
ま
し
た
。

【
荒
川
支
部
発
】
荒
川
支
部

の
元
執
行
委
員
長
の
豊
田
佳
二

さ
ん
が
5
月
12
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
73
歳
。

豊
田
さ
ん
は
1
9
6
9
年
に

組
合
に
加
入
し
、
分
会
長
、
支

部
財
政
部
長
、
支
部
副
委
員
長

を
経
て
、
1
9
9
7
年
か
ら
2

0
1
7
年
ま
で
の
20
年
間
、
支

部
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。本
部
中
執
で
は
財
政
担
当
、

教
宣
担
当
、
厚
文
担
当
を
歴
任

し
、
特
に
教
宣
は
10
年
と
長
く

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
和
運
動
に
も
熱
心
で
、
荒

川
原
水
協
の
代
表
団
と
し
て
毎

年
、
原
水
禁
世
界
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。ま
た
、支
部
九
条
の

会
や
荒
川
区
九
条
の
会
連
絡
会

の
役
員
と
し
て
改
憲
阻
止
の
運

動
に
も
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
穏
や
か
で
、
他
人
の

意
見
に
耳
を
傾
け
、
幅
広
い
知

見
と
信
念
を
も
っ
て
組
合
活
動

と
地
域
共
闘
を
け
ん
引
さ
れ
ま

し
た
。
退
任
後
も
仲
間
を
激
励

し
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

豊田さん

【
町
田
支
部
発
】
町
田
支
部

の
元
執
行
委
員
長
で
本
部
中
央

執
行
委
員
を
歴
任
し
た
中
山
竹

治
さ
ん
が
3
月
24
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。享
年
88
歳
で
し
た
。

中
山
さ
ん
は
1
9
5
5
年
に

組
合
加
入
し
、
本
部
青
年
部
結

成
時
に
副
部
長
を
務
め
る
な

ど
、
長
き
に
わ
た
り
組
合
運
動

に
力
を
注
ぎ
、
町
田
で
は
常
任

執
行
委
員
、
副
委
員
長
を
経
て

1
9
9
7
年
か
ら
2
0
0
1
年

ま
で
5
年
間
に
わ
た
り
執
行
委

員
長
を
務
め
ら
れ
、
仲
間
の
先

頭
に
立
っ
て
奮
闘
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

の
講
師
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、

後
進
の
指
導
・
育
成
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

葬
儀
は
ご
遺
族
の
意
向
で
家

族
葬
と
な
り
、
親
し
い
仲
間
な

ど
の
見
送
り
も
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
組
合
員
一
同
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

国会前での抗議行動

中山さん

お
詫
び
と
訂
正

け
ん
せ
つ
4
月
20
日
号
に
掲
載

し
た
「
2
0
2
0
年
度
中
央
執
行

委
員
会
の
体
制
」の
な
か
で「〈
本

部
住
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
〉
責
任
者
・
佐
藤
里
志
常

任
中
執
」
の
表
記
が
漏
れ
て
い
ま

し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

求

人

活
性
化
へ
３
カ
年
計
画

活
性
化
へ
３
カ
年
計
画

検察庁法案が見送り
ＳＮＳなど多くの抗議で

青
年
部
が
第
６３
回
大
会
を
開
催

都
選
出
国
会
議
員
へ

都連

コ
ロ
ナ
対
策
で
緊
急
要
請

青
年
部
結
成
に
尽
力

町田

中
山
元
委
員
長
が
永
眠

教
宣
、平
和
熱
心
に

荒川

豊
田
元
委
員
長
が
逝
去

公
的
医
療
の
充
実
は
急
務


